
「人工細胞膜システム」グル ー プ

中間評価報告書

日時：令和 8 年 3 月 18 日（水） 13: 00~15: 00

場所：オンラインによる開催

委貝：

新井 史人 東京大学大学院工学系研究科パイオエンジニアリング専攻、 機械工学専攻教授

鈴木 孝治 炭應義塾大学理工学部名営教授、JSR．慶應義塾大学医学化学イノペーションセンクー顧問

長谷川 友保 オリンパスメディカルシステムズ株式会社

山銃 英数 訂士フィルム株式会社バイオサイエンス＆エンジニアリング研究所 研究主幹

報告者：「人工細胞II葵システム」グループ グループリーダー竹内は治

評価の観要について

人工細胞膜システムグル ー プは、 4 年間の創造展開プロジェクトから実用化実証事業に移行後 13

年目にあたる。 今回は実用化実証事業の 11 年日、 12 年日(6 期日）にあたる研究につき、 以下の①

～⑩の項目を中心に課遁評価を実施した。 上記の日時において評価委員会を開催し、事前に竹内グ

ル ー プリ ー ダー から提出を受けた当該事業の報告書などを踏まえ、 当日はリー ダー 自身による口頭

での成果報告と事務局より特許および決勾状況の説明を受け、評価委貝とリ ー ダーとの質疑応答の

後、 当該グル ー プの評価について議論した。

当該グル ー プの研究は (1) イオンチャネル創薬スクリ ー ニングシステム (2) バイオハイプリッド

センサ (3) 人工細胞作製技術 (4) その他萌芽的研究の 4 つの柱を中心に籾力的に進められていて、 そ

れぞれがグル ー プ目椋を達成する成果をあげている。評価項目①～⑩それぞれに関する評価結果に

ついては以下に報告するが、委貝全貝から当該グル ー プは研究成果と公表、企業との共同研究推進、

競争的研究資金獲得、 研究室運営などが高く評価できるとの意見であった。

その他、 各委員からは研究項目が多すぎるので研究内容を絞った方がよい、 実用化と技術移転に

ついては協業企業に任せるのがよい、 特許についての戦略と申請特許の賂理が必要などの意見があ

った。 また、 竹内リ ー ダー の創造性をより生かした先導研究に向かうべきとの意見も
‘

ぁった。

KISTEC では実用化実証事業を推進して 10 年以上経過していることもあり、 今後 2 年で自身のス

タ ー トアップ企業や外部企業との協力により、国際標準化動向にも対応しながら研究成果を確実に

実用化に槃げていただきたい。






